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 〈作品〉 共存_01、KNOTS_07（結び目_07）、KNOTS_08（結び目_08） 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 木戸 修 
（論文第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 布施 英利 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 林 武史 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  


























































































































    
 
よいほどである。形態の３Dスキャンという手法も確立されている。また３Dプリンターも実用の域に達
しており、個人の利用も盛んになってきている。このような技術の進歩の一方、従前から制作されてき
た彫刻作品への応用はやっと始まってきたといえるのが現在の美術での状況であろう。そのような思い
からさらに研究を深めるために東京芸大の博士課程に進学した。 
 「パターンの繰り返しによる無限構築」が論文題目である。副題として「コンピュータを活用した彫
刻制作」としている。ここでいうパターンとは一つのアルゴリズムと言い換えてもよい。論文中で取り
上げているエッシャーのパターンは平面、 2次元のものであるが朴のいうパターンとは平面に限らず立
体、3次元も考慮、視野に入れている。3次元の形態の繰り返しの考察は、紙の上での考察、言い換えれ
ば2次元での考察は極めて困難である。近年３ Dソフトの普及によって3次元での形態の探求、考察が極
めて容易になってきた。朴は韓国での学習で既にその手法の活用方法が彫刻制作に極めて有効であるこ
とに着目していた。さらに実際に金属で制作して仮想空間での考察と実制作での差異が非常に大きいこ
とも理解していた。またその経験が次なる進展に必要不可欠であることを韓国での制作から理解してい
た。そのためには過去の作者の作品をパターンの繰り返しという視点から再度考察することによって新
たな展望を獲得することが可能と考えた。論文ではそのような観点からの考察を試みた。過去の彫刻作
品の検証と、自然界での有機的形態の数学的考証である。また実制作では、以前の棒材の制作方法から、
面材での制作を試みた。かたちを作るうえでの線材から面材への移行は、仮想空間では大きな差異が無
く容易である。しかしながら実際に彫刻作品として制作する場合は大きな差異となる。線材を多数配置
すれば疑似の面が表出できるが、実際に金属の面材、板材で制作する際は技術的問題の解決が必要とな
る。そしてそれはプランの段階での再度の考察へと戻らざるを得ない。そのような考察を通しての作品
3点を博士展で発表した。これらの制作過程と論文記述を通して作品を再考察したことは博士課程 3年間
での大きな成果といえる。 
以上のような観点から博士課程での成果は十分に達成されたと考え、ここに合格の評価を与える。  
 
